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統
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な
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ギ
リ
ス
経
済
学
老
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例
に
も
れ
ず
、
不
朽
の
名
著「

経
済
学
®
理J

に
ボ
さ 

れ
て
い
る
よ
う
^

一$

れ
た
：理
論
家
と

し
て
め
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.

析
能
カ
と
と
も
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'
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科

学
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，
：
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む
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社
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学
者
と
し
.て
の
豊
富
な
現
実
感
覚
と
を
兼
ね
具
え
：た
_ 

A
、
.マ
ー
シ
ャ
ル
の
全
思
想
^
^
の
総
括
的
解
明
を
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企
て
て
い
る
も
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：で
あ
る
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マ
ー
シ
ヤ
‘ル
に
つ
い
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は
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M 

•
ヶ
イ
ン
ズ
の
へ「
マ
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'ゾ
ヤ
ル
^」

な
る

珠

玉.

の

著

書<0.
'.あ
る.
V
Vと

周

知

の

如

く
.
で
'
あ
る
，が
，、

:

木

書

も

ま̂

こ

の

名

著

に

多

べ
.

を.

負
'う

て
^ '

る

。

と
り
わ
け'.
ヶ
イ
ン.

ズ
■.

の
：マI

シ.

ヤ
ル
に.

お

け

る

説

教

■

_

者
ま
た
牧
師
の.面
と
科
学
者
の
そ
れ
の
：

ia

重
的
性
格 

ガ
マ
！
ゾ
ヤ.ル
，理
解
の
鍵
と
し
て
い'る
の
で
‘

る
。

. 

確
か
に
秀
で
た
数
学
的
知
識
の
持
主
ガ
あ
マ
た
へ
マ
ー 

:
シ
ヤ
ル
が
柽
済
学
に
ぉ
け
吝
敎
学
の
使
用
に
極
め
て

：
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i

で
あ
づ
：た
こ
七
は
、：
.
反
面
：、ベ.彼
.の
^

会
哲
学
的

 ヾ

現
実
感
覚
の
し
が
ら.し
め
：る
も
处
で
あ
？
た
セ
あ
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う
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A

か

べ
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,
ズ

こ

：
の

：
ー

与

重

的

性

格

を

中

心

^
>
、
：
マ
丨
''

_
シ
ヤ
ル
経
済
学
の
.形
成
を
そ
の
初
期
の
，既
犯
f

探 

求
し
，
彼
の
経
済
理
論
I
国
民
所
^

T
;:

均
衡
理
論
、

v  

質
易
理
論
-'
貨
幣
理
論
を
解
明
し
つ
つ
、
更
に
そ
の 

経
済
組
織
と
経
済
福
祉
、，

と
り
わ
け
経
済
騎
士
道
な
：
 

る
経
済
倫
娌
の
体
系
と
そ
の
形
成
を
論
じ
'.て
い
：：
る

。 

そ
し
.て
マ
I
シ
々
'ル
の
こ
：の
.幅
谅
ぃ
研
'究(

領
域
：を 

.

体
系
的
に
統
括
し
て
い
る
も
の
之
じ
て
、彼
の「

故
済 

社
会
の
有
機
的
成
長
過
程j

の
把
握
と
い
.う
根
本
的
：

問
題
意
識
を
挙
げ
て
い
る
。
す
べ
て
は
こ
れ
よ
り
発 

-

.L
、
ま
た
こ
れ
に
帰
っ
て
く
る
*
如
何
に
箱
緻
な
理 

論
%
、：';
存
の
.成
長
過
程
の
黹
明
に
役
立
じ
う
る
.か
：否
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か
に
よ
.っ

て

評

価

さ

れ

る

と

見

る

の

で

あ

る
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マ
ー 

シ
ャ
ル
が
J •  

S •
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ル
以
来
の
物
理
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p

演
繹
法
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も
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し

て

坐

物

学

的

方

法

を

強

調

し

た

の

は

.、

•-
-
.
有 

機
体
と
し
て
の
経
済
の
成
長
を
究
明
す
る
た
め
に
ほ 

か
な
ら
な
い
。
.

本

書

は

以

上

：の
；
よ

う

な

意

図

a；
：
:問

題

：を
も
っ
て
マ
へ 

丨
シ
ヤ
ル
.の
全
思
想
体
系
を
マ
ー
シ
ャ
ル
な
る
一
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間
の
内
而
か
ら
考
察
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、.
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著
者
自
身
が
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.い
4
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.と
^
:マ：：

丨

シ

ヤ

火

を
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り
挙
げ
た
意
図
が
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に
.あ
る
、の
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者

の

ど

の
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現
実
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の
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シ
ャ
ー
ル
体
系
の

.現
代
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る
位
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付
け
を
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見
る
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か
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古
今
東
西
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経
済
学
の
.流
れ
の
中
で
.■マ

ー
シ
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ル
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済
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価
す
る
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点
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考
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業
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い
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と
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な
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は

な

<;
'
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に
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後
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本
主
義
の
経
済
焭
展
の
過
程
：に
：お
.げ
る
.「

眼
前
の
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自
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で
あ
る
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こ
0 '
事
実
を
於
0
ょ
ぅ
に
評
価
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位
置
づ
甘
る
か
ど
い
：ぅ
こ
と
は
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現
時
点
に
お
け
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中

小

企

業

問

題
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究

：
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大

課

題

で
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末

松

玄
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授
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従
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か
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の

問
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に
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し
数
多
乂
の
著
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論
文
に
お
い
て
、
.と
く
に
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経
営
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経
済
学
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視
点
.か
：ら
精
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的
に
观
究
成
果
を
発
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さ
れ
て
.き
，た
が
、
本
書
は
ま
さ
に
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と
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ぅ
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き
も
の
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あ
る
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本
書
は
と
く
に
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い
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ま
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存
な
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し
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の

問

題
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し

て

考
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ら

れ 

が
ち
で
あ
っ
た
中
小
企
業
問
題
穹『

成
長
.の
問
題』

.： 

と

し

て

と

ら

え

、
^:
小

企

業

の

成

長

：
の

可

能

性

を

理 

論
的
ン
実
証
的
に
換
討
す
る
と
と
も
に
，
企
業
規
模.  

の
各
段
階
に
お
け
る
ざ
罾
の
'特
質
を
明
ら
か
に
し
、
 

そ
れ
に
適
応
す
る
経
営
活
動
の
；あ
り
方」

(

序
文)

を 

総
合
的
■.，
体

系

的

疼

討

究

さ

れ

で

い

る

点

：
で

、
.
従

来
 

の
教
授
の
理
論
の
V
:

一
：
層

の

発

展
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示

さ

れ

'た

も

の
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:

あ

る
.:
0
... 
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■

•
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授
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い
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ゆ

る

：「

成

長

と

は

、
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最

適

経
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規

模
 

に
向
か
っ
て
規
模
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§

的
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と
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で

あ

る

ご(

五
4
ー
ー
頁)
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\
:

「

成
長
企
業
は
最
適
経
営
規 

摸
に
向
か
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
段
階
に
適
し
た
経 

営

活

動

：を

行

な

ぅ

こ

と

，
に

.ょ
0
て
規
模
を
拡
大
し
つ 

つ
あ
る
企
業
に
ほ
か
な
ら
な
い
。」

(

七一 :

頁)

そ
し 

.て
き
わ
め
.て
大
部
の
.本

書

は

'
、

「

中

小

企

業

の

成

長

の

た
め
の
経
営
の
近
代
化
と
合
理
化
を
主
題」

(

一
九
五 

頁)

と
し
て
、
.そ
の
経
営
活
動
の
:^
り
方
が
'.
.':
:

「

外

部
''
. 

経
営」

n
内
部
経
営」

の
ニ
分
野
に
分
け
て
M;
明
さ 

れ
て
い
を
ノ
.

.

,

内
容
は
豊
富
多
彩
で
あ
る
。

_

そ
の
詳
細
に
わ
た.
る

.

..  

.
紹
介
は
で# .
^ -

い
が
、
本
書
で
ど
々̂
特

徴

的

な

教

：
.
.
，
： 

授
の
理
論
は
、
従

来

の

「

最
適
経
営
規
模」

^

小
:^
' . 

業
理
論
に
>:「

付
加
価
値
極
大
化

」

，
視
哀
を|

ぎ

托
: '
:'
' 

た
こ
へ
と
、
成
長
の
た
め0

経
當
請
方
策
を「

最

適

経
- : 

営
規
模j;

.
の
長
期
動
態
化
志
向
の
も
と
に
.#

減
さ
れ
：

-;
,- 

て
い
る
，こ
と
で
あ
る
と
い
先
よ
う
。：.
ま
た
大
規
模
だ

'
. 

中
部
地
区
中
小
エ
樂
の
実
態
麗
に
も
ど
づ

•'
<

、
-.
-
中

： 

‘

企
業
成
長
0 .

実
態
，
下
請
企
業
の
経
営
問
題
の
解 

明
は
き
わ
め
て
示
唆
に
と
：む
も

9

や
あ
る
、; ,

;

一：
 

.

英
米
独
等
の
諸
経
済
*
経
営
理
論
や
諸
琪
例
を
活 

発
に
引
用
さ
れ
、
ま
た
中
'小
企
業
問
題
を「

成
長」

: 

の
一
点
セ
と
ら
え
ら
れ
る
結
果
ノ
問
題
が
バ
ラ
色
に
,

一
而
化
さ
れ
、
理
論
が
コ
ズ
モ
ボ
リ
タ
ン
に
な
る
危 

惧
も
あ
ろ
ぅ
が
、
本
書
は
：ぅu

き
の
過
程
に
.あ
る
わ
.

が

.
国

中

小

企

業

問

題

を

理

解

す

.
る

ぅ

え

.に
重
要
な
著 

作
で

.あ
る
。'

(

ダ
ィ
ャ
モ̂

ド

社
•

入
5

、
本
文
<
:

ー
.；

一
頁
*
—*
六
〇
〇
円)
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I
佐
藤
：
芳
雄

I
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社

会

政

策

学
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入
へ『

労

働

市

場

と

賃

金

』

：
.

ベ
.
"
こ
こ
：数

年

来

、

' ,
:

著
^

い
«

金

格

差

現

象

は

広
:-
<
:
ー
：：

.

"

,般
.の
関
心
.を
:^
い
て
来
た
。
労
働
問
題
研
究.の
領
域
.

货
は
: '
資

金

格

着

：の

理

論

的

解

明

.と
'V
'
ヶ
課
題
が
労
：
 

し

場

と

賃

金

：の
関
連
ゲ
明
確
に
..し
、労
働
市
場
論
♦:

、

賃

金

論

相

互

：
の
；英

f

促
し
た
と
い
つ
て
ょ
い
。
■悍 

/
-常
的
な
賛
金
格
差
..の

:#
在
は
策
# '
市
場
の
デ
マ
ヶ
I
.

.シ
ョ
ン
を
前
提
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か 

'
ら
ー
で
あ
る
。，

.

:
_

社
会
政
敗
学
会
は
；
-
都
年
秋
^ :「

貧
金
構
造」

を
， 

入には

「

労

働

ホ

場

」

.：
を
ー§

論

題

と

し

：
て

取 

:

(

り
上
げ
た〗

が
、.本
書
は
両
大
会
に
お
け
る
報
告
か
ら
、

.
汫
村
>
北

原
'.
-1わ
：が
_

エ
業
-の
搆
造
的
特
質
と
い
わ
：
 

■'
ゆ
る
〃
を
業
規
：摸
別
賃
金
格
墓"」

、.舎

村
'r

石

唐
 

:

業
に
知
け
3
独
占
賢
本
と
賃
労
働

」

、
乎
石「

近
代
経 

.
■■
済
学
;€
)
賃
金
理
論」

、
:'
竹

中
.
，中

村

：

「

労
.働
市
#

と
-:
 

と
_
賃
金
決
定
s

w .
^ :
£ :
九
五
0
年

以

降

の

：
西

ド

ィ

ッ 

一
ぐ
労
働
市
場

」

‘
河
越
.

#
湾
労
働
の
雇
用
実
態

」

の
六 

.
篇
と
隅
谷
：

「

労
職
市
場
論
の
回
顧‘と
：展
望」

を
収
録「 

し
て
い

る

。

こ

の

ょ

ぅ

に

内

容

は

多

面

に

わ

；た
，
つ

て 

-

い
る
が
、
賃
金
ギ
努
働
市
場
分
析
の
た
め
の
共
通
^

.
理
論
的
基
礎
！̂

だ
固
ま
つ
；て
い
ゃ
と
ぱ
云
い
難

 ヾ

.
い
。
そ
の
意
味
で
并
村
，
北
原
論
文
と
竹
中
•
中
村

論
文
は
注
目
す
ベ
♦

労
作
で
あ
る
。
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弁
村
：•
北

原

両

氏

は

'
:
日

本

工

業

の

構

造

的

特

質
 

の
も
と
で
規
模

.別
賃
4

格
差
が
現
実
化
す
る
過
程
を 

，
競

争

の'具
体
的
分
析
を
ど
お
し
て
明
ら
か
に
す
る
。
 

ず
な
わ
ち
ゾ
太
資
本
部
門
と
中
小
資
本
部
^
と
に
^
 

化
す
る
資
本
間
の
.競

淨

ソ

閉

鎖

的

な

：大

企

業

本

エ

市 

，場
を
基
軸
と
し
た
労
働
市
場
構
造
：の
'下
で
の
労
働
者 

.間
0
競
争
、
さ
ら
に
競
争
.の
制
限
.

=

労
資
の
.組
灘
の 

あ
り
方
を
分
析
し
て
、.

「

同
一
^
_
w
双
^
趴
員
金
^
, 

差
と
い
：わ
れ
る
も
の
も
純
粋
な
意
味
で
の
企
業
規
模 

別
賃
金
格
差
卩
同
ー
生
^
^
門
に
お
い
て
競
申
し
セ 

い

る

大

企

業

と

一

中

小

企

業

と

€)
.
間

の

賃

金

格

差

で

な
 

い
場
合
が
少
ベ
た
.い』

と

指
摘
し
、
そ
こ
に
含
ま
れ 

る
問
題
を
内
容
豊
が
に
明
ら
か
に
し
て
一
い
る
。

:

:
竹

中
.
中
村
両
氏
は
、;:
労
働
市
場
の
構
造
と
運
動 

.
を

「

分
立
化
傾
向
を
内
に
含
む
単
：
 
一
.化
傾
向」

と
し 

•
て
法
則
的
に
と
ら
，え
、
独
占
段
階
に
お
い
て
も
、
産 

業
歡
造
の
不
均
質
化
•
独
占
企
業
の
労
務
管
理
政
策
. 

.な
ど
労
働
市
場
封
鎖
化
.の

条

件

が

形

成

，さ

れ

る

が

" 

他
面
努
働
過
程
め
技
術
的
変
化
は
.た
え
ず
熟
練
の
単 

能
化
と
简
単
労
働
分
野
の
拡
大
を
も
た
ら
し
、
横
断 

的

，労

働

市

場

化

と

い

ぅ

傾

向

が
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越

し

て
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㈱
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,
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法
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い
る
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